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小さな世界で暮らす私たち
　私たちの世界は、とても大きいようで、とても小さな世界だった。
便利に、安全に、何不自由なく暮らすことができるようになった。しかしその世界
の本性は、生活に要らなくなったものから目を逸らし、切り落とし、残った要素を
管理下に置く、大らかとは真逆な、窮屈な世界だった。

溜め家 ―ため池と共に生きる大きな家の提案―
農業用水という本来の価値を失い、日常から切り離され、今も尚、まちから消え続けるため池。

「懐の大きさ」に価値を見出し、建築と営為が一体となった、様々な者と共に生きる集合集落を提案する。
そこは、現代社会では見ることのできなかった「大きな家」に成り得ると考える。

　安定した農業・生活用水確保のため、「ため池」が数多く造られた大阪・泉州。
それは、長らく私たちの生活を支えてきたが、産業構造の変化を受け、皮肉にも、
それを造り出した人々によって、その多くが埋め立てられ、姿を消した。そこは、
多様な動植物の棲み処となり、人々が手を掛けることで、豊かな循環をもたらす、
このまちの「大きな家」に成り得ていた。

　ため池再生のために、「極度の水位変動」、「かいぼり」、「自然水質浄化」の � つのキーワードからアプローチし、ため
池建築を設計する。これらの建築は、相互的に関係し合いながら、ため池の新たな環境を形成する。またため池の特性を
体感できる、ため池独自の建築形式となる。

�� �� �� � つのキーワードから建ち上がる〈ため池建築〉

�� ため池と共に生きてきたまち

新たな価値を有したため池の提案 �� ため池と建築が生む大きな循環
　価値を失ったため池は、それ単体で継続して在り続ける意味を見出せていない。そこで建築と営為
を一体で考えた、様々な者が共生できる集合集落を提案する。そこは、埋め立てによる宅地造成では
なく、日常的・持続的に介入しながら成立する、懐を持った、ため池と共に生きる「大きな家」となる。

きるを溜める生

来たる南海トラフ巨大地震。池の水は、災害時の生活用水となり、人々の一時的な家が溜められる。
これまでの日常の中で溜められてきた資源・資材が利活用され、まち再建のきっかけ・支えとなる。

常を溜める日

そこで住まう人々や農業従事者、近隣住民との中で、農や食を介した繋がりが生まれる。
散歩道や通学路にもなっている堤体は、日常的な人々の居場所として、展開する。

び場を溜める学

都市化していくまちで少なくなった自然環境。季節によって在り様を変えるため池は、
人々が生物多様性を学ぶ場として、様々な動植物の豊かな家として、そこに在り続ける。

同体を溜める共

隣接する農園での農作業や、農閑期のかいぼりやヨシ刈りといった営みを通して、
生き物たちの環境を整えながら、分断されていた都市における共同体の強度を、再び高めていく。

�� 計画敷地〈堺市・森池〉

　現在、農業用水、災害時の生活用水の役割を担って
いる森池。���� 年末に都市計画道路が直ぐ傍を開通
することとなっており、都市における少ない自然環境
が、消えてしまう可能性が見据えられる。
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　ため池は、建築を通して、池の中だけでなく、地域・まちをも射程に有し
た循環を形成する。滞っていた産業間の関係性や再資源化されないエレメン
トの利活用などを促し、まち全体を「大きな家」へと変化させていく。
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�� 池に溜め、まちを動かす場所へ

■　ヨシによる自然水質浄化

池周辺に生息しているヨシは、刈取りによって、恒常
的な自然水質浄化を見込める。また１年で大きく生長
することによる風景の変化・資源への転換、ヨシ群落
による生物環境の形成を図ることができる。
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■　極度の水位変動

ため池では、季節毎で、水が大きく無くなる。
同じ水場でも、川や海には無い極度の増減は、ため池
の個性の一つであり、その増減は、灌漑や梅雨といっ
た人々の営みや自然の理と呼応している。

■　集落の共同作業 かいぼり

農閑期に、池底を干し、堆積した泥を取り除く、
池のメンテナンス作業。嘗ての集落の共同作業を
行うことは、人々の池への介入、コミュニティの結束、
アイデンティティの再認識に繋がると考えた。

池を干し、天日に � 週間以上さらす
ことで、溜まった汚れが分解され、
ヘドロや水質の改善に繋がる

■　水上の大地■　水上の大地

水位変動に合わせて、上下するイカダ状の浮島。水面
上は人や鳥の場に、水面下は魚や虫の生息地となる。
建築の形状は、大阪・泉州で行われている養殖漁業の
イケスからモチーフを得ている。
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■　水際の拠点

かいぼり時は作業の拠点に、水が貯まっている時期は、
居住・親水空間になる。建築は、極度の水位変動に対
応するため、角型鋼管杭の掘立柱に、柔軟性を担保す
る小屋木造が取り付く構成となっている。

■　水際の拠点 ■　ヨシの浮島

ヨシの生育条件・適切な生息環境を調査し、ため池の
特性と照らし合わせて導出された、水質浄化とヨシ群
の生育を両立できる浮島を配置する。浮島は、池底に
固定されたアンカーと繋がっている。

■　ヨシの浮島
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生物の棲み処

池や周辺に点在する生業や生活の技術・文化・資源を「溜め、活用する」ことで、ため池は、都市化によって、ため池は、滞っていたまちを再び動かしていく場所として、甦る。
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